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イド関連解析 と タイピング のデータを基に，
ベーチェット病の感受性遺伝子と臨床像の関連を検討した．
Infliximab monotherapy versus infliximab and 
colchicine combination therapy in patients with 
Behcet's disease
http://informahealthcare.com/doi/abs/10.3109/09273948.2012.665124
4 (Sakane et al., 1999, Yazici et al., 2007)
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でベーチェット病との関連がみられた， の ，または の の
がジェノタイピングされたベーチェット病患者，または， 年に報告されたベーチェット病






よびコルヒチン併用療法群で，それぞれ， ， であった 図 ．
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2.14 ± 0.38 0.22 ± 0.28




後まで観察できた症例，単独療法群 例 眼，併用療法群 例 眼について検討した 表 ．
(
P = 1.61 × 10-7, P = 4.98 × 10-6)
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遺伝子領域の一塩基多型 である リスクアリル： と発症年齢の関連がみら








AA: 33.4 ± 10.9 AC: 35.8 ± 10.1 CC: 30.3 ± 9.2 P = 0.014 rs1800872
(P = 0.0002)( 2)
IL10
また，リスクアリルホモの患者で主症状のうち，皮膚症状，眼症状および陰部潰瘍が有意に多
く観察された それぞれ， ， ， ．ベーチェット病の難治性網脈絡膜炎の治
療目的にインフリキシマブを投与されている患者において， または のうち
少なくとも一つの 型を有し， および の両 のリスクアリルを少なく
とも一つは有する患者の割合は であり，ベーチェット病患者全体の に対して有意に
高かった（ ）．
( P = 0.02 P = 0.03 P = 0.04)
HLA-B*51 HLA-A*26

























の クラスⅠ分子を少なくともひとつ有し，かつ および のリスクアリ
ルを双方に有する症例の割合が有意に高かった．このことから，感受性遺伝子のリスクアリル
と タイプに相互作用の存在が示唆された．また，インフリキシマブを投与されている患者
(Sfikakis et al., 2007)
(Arida et al., 2011)
(Lipsky et al., 2000, Perez-Guijo et al., 2007)




rs1518111 (r2=0.99) IL10  mRNA
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